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地元地域とのつながり

～能動的な地域貢献と環境問題への取り組みを
通して地域とともに歩み続けます～

目的外使用・複製・開示禁止 相馬共同火力発電（株） 2024



福島県水産資源研究所への温海水供給

福島県水産資源研究所は、震災・原発事故により
甚大な被害を受けた福島県の沿岸漁業の再生に
向け、県産種苗による栽培漁業の再開及び資源管理
の高度化など新たな研究課題に対応するため
２０１８年６月に設置されました。

〈生産能力〉)
･ ヒラメ ……１００mmサイズ

（１００万尾規模）
･ アワビ …… ３０mmサイズ

（１００万個規模）
・ アユ …… ６０mmサイズ

（３００万個規模）

当社は、２０１９年２月より、この「温海水」を本研究所へ向けて供給を開始し、循環型
社会形成に向けて取り組んでおります。

本研究所に隣接する新地発電所では、 タービンを

回し終えた蒸気を再び水に戻し再利用するため海水
を取り込んで蒸気を冷却し、熱交換により温度の上昇
した「温海水」を海へ放流しています。

〈ヒラメ〉 〈アワビ〉 〈アユ〉

🔶 発電所資源の地域活用

福島県水産資源研究所



福島県水産資源研究所への温海水供給

・福島県水産資源研究所 山本所長 様より
「当施設の特徴は、供給を受けた温海水をヒラメなど放流種苗
の飼育に利用することで、成長を早め、健康的に育てることがで
きる点にあり、温海水が栽培漁業の推進、漁業復興に役立って
います。
また、飼育水を加温するボイラーの燃料使用量を削減できる
メリットがあり、資源利用効率の向上が図られ、SDGsの目標９に
貢献しています。

【ヒラメ・アユ稚魚飼育棟】 【魚類棟】

🔶 発電所資源の地域活用



新地町海釣り公園

・管理者 様より

「夏から秋は、ヒラマサ、
カンパチ、サバ、イナダ
などの青物が良いようで
す。青物は温海水の渦
に群れていて、渦はかな
りの激流のため事前準備
が必要です。また、青物
は釣果に大きな波がある
ため、釣り計画は、「釣果
情報」が頼りになります。
秋から冬は、アイナメ、ヒ
ラメなどの底物が狙い目
です。」

新地町海釣り公園
福島県相馬郡新地町今泉（相馬港５号埠頭）
管理棟：０２４４-６２-５５５９

🔶 発電所資源の地域活用

出典：新地町HP

新地発電所の放水口付近（５号埠頭北側）は、「温海水」が海へ放流されることにより、
大きな魚が集まり易いことから、新地町海釣り公園が設置されました。
同公園は、連日大勢の釣り客で賑わっており、地域の観光振興の一助となっております。



 フライアッシュ
 クリンカアッシュ

など
 有価クリンカ ・土地造成材、埋戻材、道路用資材、グランド中層材他

 アッシュクリート
「AC-Ⅱ（※2）、AC-Ｓ」

石炭灰の有効活用

🔶 発電所資源の地域活用

当社は、新地発電所から排出される石炭灰（フライアッシュ・クリンカアッシュ）を
土木資材等に有効活用し、循環型社会形成に向けて取り組んでおります。

・東日本大震災の復旧復興工事の土木資材

〈有効活用される石炭灰〉

〈活用先〉相馬市光陽パークゴルフ場・サッカー場、
相馬市海岸線復旧工事、常磐道建設工事、
新地町防災緑地工事 など

2023年3月31日現在

（実績： １４７，３６１トン）

〈活用先〉新地町防災緑地盛土資材、県道相馬亘理線
路体盛土資材、浪江町焼却施設整備工事、
外並田地区宅地造成工事

（実績： １５１，４０３トン）

※1 ﾌﾗｲｱｯｼｭ、ｸﾘﾝｶｱｯｼｭに水とｾﾒﾝﾄを混合した土木資材。福島FRC製造事業所が製造・販売。
※2 AC-Ⅱはﾌﾗｲｱｯｼｭに水とｾﾒﾝﾄを混合した土木資材。 AC-ＳはAC-Ⅱを破砕した土木資材。

2015年7月～2017年3月まで当社で製造・販売。

・相馬市産業廃棄物処分場の土地造成材
・セメントの原料
・ＦＲＣ採石の原料（※1）



工事状況

🔶 発電所資源の地域活用

〈 AC-Ⅱ・ AC-Ｓ〉

〈有価クリンカ〉

JR新地駅

釣師浜漁港

〈相馬市光陽サッカー場〉

〈新地町防災緑地〉

AC-Ⅱ活用

〈県道相馬亘理線〉

AC-Ｓ 活用

〈蒲庭地区防波堤背面部〉〈新地町防災緑地〉



新地発電所ヘリポートのドクターヘリ・消防防災ヘリ利用

当社新地発電所では、地震発生時の危機管理や防災機能強化の一環とし
て、大規模災害により主要道路が遮断された場合の資機材の輸送、および
救急患者の搬送などを目的に発電所構内にヘリポートを設置しています。
これまでも、地域の救急搬送時のヘリポートとして活用されています。
・ドクターヘリ （利用開始：２００９年 ３月）
・消防防災ヘリ（利用開始：２０１９年１２月）

福島県消防防災ヘリコプター「ふくしま」
型式：AW139型（写真提供：新地分署）

・相馬消防署新地分署より

『２０１９年１２月より導入された消防防災ヘリ
「ふくしま」（写真）は、旧型よりひとまわり大き
く、またタイヤ型のため、離発着の場所選定
に苦労しています。現在、町内で条件を満た
しているのは、新地発電所ヘリポートのみで
あります。
一方、ドクターヘリの離発着は、新地分署

（駐車場）、総合運動公園（みんなの広場）、
新地発電所ヘリポートが指定場所となって
います。』

🔶 発電所設備の地域利用



ふれあい施設「わくわくランド」

・ 「新地発電所蒸気タービン」展示
「わくわくランド」敷地内には、１９９５

年から約２５年間にわたり新地発電所
第２号機の蒸気タービンとして使用し
た、中圧タービンロータを展示しており
ます。
※展示されている中圧タービンロータは、
１９９５年７月から 約１７万時間にわたり
使用されました。
（重さ：約２９トン、全長：７．７ｍ）

「わくわくランド」は、エネルギーと人をむすぶ発電所隣接の“ふれあい
施設”です。緑の芝生、さわやかな潮風と、子どもたちの笑い声。駐車場を
完備しており、出入りは自由となっています。
新地発電所では、ご来館の皆さまに、エネルギーが生み出されるしくみを
ご理解いただきながら、ご家族そろっての楽しい一日をすごしていただけ
る自由な空間づくりを目指して運営しています。

わくわくランドに展示しているタービンロータ

🔶 発電所設備の地域利用



相馬野馬追祭「お行列」参加

国の重要無形民俗文化財である「相馬野馬追祭」は、戦国時代のその昔から一千有余
年の歴史を誇る日本を代表する伝統文化行事です。
また、先祖伝来の甲冑に身を固めた約４００騎の騎馬武者が出場し勇壮華麗にして豪
華絢爛に繰り広げられる「相馬野馬追祭」は、世界一の馬の祭典とも言われております。
当社では、 相馬野馬追祭の「お行列」に相馬中村神社の渡御係（とぎょがかり）として、

毎年参加しています。（２日間で延べ６０名）

・「お行列」参加の社員より
国の重要無形民俗文化財である「相馬野馬追
祭」に参加できることは、大変誇りに感じていま
す。また、楽しく参加させて頂いております。」
・「騎馬武者」出陣の社員より
千年続いた文化を”正しく正確に未来に繋げる
”ことが、出陣する者の責務と考えています。
騎馬武者は決して一人では参加できません。
家族をはじめ御支援頂いている全ての関係者
（馬含）に対し、感謝の気持ちを第一に出陣して
います。

🔶 地域の祭りへの参加



そうま市民まつり・新地町ふるさと産業まつり

当社では、相馬市や新地町の地域産業展の機会を捉え、積極的に企業
ブースを出展しております。
出展会場では、当社事業ならびに環境保全への取り組みについてご説明
するとともに、新地発電所に関するクイズを通じて、来場された皆さまへの理
解浸透を図っております。
また、来場された皆さまとのコミュニケーションを通じて、地域に根ざした企
業を目指しております。

🔶 地域の祭りへの参加

〈そうま市民まつり〉 〈そうま市民まつり〉 〈新地町ふるさと産業まつり〉



エネルギー・環境講座

当社では、未来を担う次世代層の教育支援活動として、新地発電所近隣の
小学校（５・６年生）および中学校（１年生）を対象とした、「エネルギー・環境講
座」を開催しています。
本講座では、「当社事業内容、新地発電所の必要性、エネルギー・環境の
大切さ、発電の仕組み等」について学んでいただくと共に、水質実験や新地
発電所見学を通じて更に理解を深めていただきます。
また、学校からの依頼により、キャリア教育を併せて実施しております。
＊２０２３年度は、相馬市立中村第二小学校６年生５７名、相馬市立大野小学校６年生２５名が
出前講座により受講。

🔶 地域教育支援



環境学習教室

当社では、未来を担う次世代層の教育支援活動として、新地発電所近隣の
小学校を対象とした「環境学習教室」を相馬市内の松川浦環境公園において
開催しています。
環境学習教室は例年６月の環境月間に実施され、子供たちに水の大切さを
学んでいただくと共に、花苗植栽を通じて花や土と触れ合っていただきます。
（２０２３年６月実施、参加６２名、花苗１，０００ポット）

・相馬市立中村第二小学校より
「環境学習教室からの帰校後、これま
での本教室終了後と同様に、子供たち
が水を大切に使用する姿が多く見られ
るようになったと共に、素直な気持ちを
出したりする姿が数多く見られました。
また、積極的に取り組む子供たちが
多く見られるようになったと感じておりま
す。」

🔶 地域教育支援



キャリア教育

当社は、福島県立相馬高等学校や相馬市立中村第二中学校等が進路学習とし
て開催する「職業講話」へ社員を講師として派遣し、キャリア教育を行っております。

（実施年度：２０２２年、２０２３年）

【講話内容】
・当社の使命、事業内容
・当社社員はエッセンシャルワーカー
・仕事に対するやりがい
・当社が求める人材
・これからの行動
・高校時代や大学時代にやっておきたいこと

〈生徒からの感想〉 ＊一部抜粋

実際に講話を聴くことで、自分の将来に向けて様々なことを学ぶことができました。
仕事についてお話いただいたことで、環境に良く、安定して発電できる新たなエネルギーや

火力発電のより環境への負荷を減らす方法について、もっと考えてみたいと思いました。
今回学んだことを活かして、自分の将来について真剣に考えて行きたいと思います。

🔶 地域教育支援



職場体験

新地発電所では、職業意識の向上および職業選択に役立つ経験の提供を
目的として、職場体験の受入を随時実施しています。
＊２０２３年度は、小高産業技術高校２年生４名、新地町立尚英中学校２年生４名を受け入れました。

🔶 地域教育支援

〈講義〉

〈浸透探傷試験体験〉

〈化学分析業務体験〉 〈計装校正体験〉

〈現場パトロール〉 〈電気設備見学〉



福島イノベーションコースト構想を担う人材育成に向けた
キャリア教育プログラム

福島県立相馬高等学校・福島県教育委員会主催により開催された「福島イ
ノベーションコースト構想を担う人材育成に向けたキャリア教育プログラム」に
おいて、当社では福島県立相馬高等学校２年生 ２０名を受け入れ、当社事業
について理解を深めていただきました。 （実施年度：２０２３年）

〈開催目的〉

地元の企業や研究施設の見学を通して、相双地区の取り組み状況を知ることで地域理解を
深め、将来の有為な人材を育成することに寄与する。

🔶 地域教育支援



『チーム相馬共火』 七転八起で頑張るぞ !!
400年以上の歴史を持つ会津地方の伝統工芸品「起き上がり小法師」




